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1. 緒言 

 1 年間に排出されるバナナの葉は世界中で 10 億トン以上
と推計されており，天然繊維として資源化が検討されてき

た(1)(2)。その結果，紡績糸化したバナナ繊維が事業化に至

っている。天然繊維を資源化するための他の方法として，

外皮をはがした繊維質をそのまま樹脂と複合化することが

挙げられる。この方法では紡績によるコストアップを回避

できるが，樹脂の物性向上には繊維-樹脂界面の接着性改善
の必要性が指摘されている(3)。 
 筆者らは，環境中で水と二酸化炭素に分解される高付加

価値材料である脂肪族ポリエステルとバナナ繊維を複合化

すれば，機械的強度の改善がされた環境に優しいエコマテ

リアルを創製できると考え，相容化剤による複合体の繊維-
樹脂間の界面接着性の改善を期待して，バナナ繊維（BF）
とポリブチレンサクシネート（PBS）及びポリカプロラクト
ンの複合体にセルロースエステル類（CEs）を非反応型相容
化剤として添加する検討を行った。その結果，添加する

CEs の側鎖が長くなるほど繊維－樹脂間の密着性が改善さ
れ，引張特性の向上が見られたことを報告している(4)。 
 本研究では，まずBF表面の改質による繊維-樹脂間の密着
性改善を目指して，BF/PBS複合体に添加するBFのアルカリ
処理濃度について検討した。次に相容化剤として，セルロ

ースアセテートよりも繊維-樹脂間の密着性向上が期待され
たセルロースプロピオネート（CP）及びセルロースアセテ
ートブチレート（CAB）の添加量と引張強さの関係につい
て検討した。 

2. 実験 

2. 1 材料  BF にはフィリピン産のバナナ葉部を使用
した。PBSにはビオノーレ#1020（昭和高分子株式会社）を
用いた。相容化剤として，側鎖長の異なる CP（Aldrich 
Chemical Company, Inc.，側鎖炭素数 3），CAB（Aldrich 

Chemical Company, Inc.，側鎖炭素数 2及び 4）を使用した。
CP及び CAB は BF/PBS複合体 100重量部に対して 1, 5及
び 10重量部（phr: per hundred resin）を添加した。図 1に CP
及び CABの化学構造式を示す。 

 
図 1.  CP及び CABの化学構造 

 

2. 2 BFのアルカリ処理  BFを 10~20 wt%の水酸化ナ
トリウム水溶液に室温で 2 時間浸漬し，流水で洗浄した。
BFの量 100 gに対して水酸化ナトリウム水溶液 3000 mlと
した（浴比 1:30）。また，洗浄はバナナ繊維に付着した水の
pHがアルカリ性を示さなくなるまで行った。 
2. 3 試験片の作製及び強度試験  バッチ式混練機（井

元製作所）を用いて，BF/PBS もしくは BF/PBS/セルロース
エステル類（CEs）複合体を作製した（図 2）。この時，ア
ルカリ処理した BFは 60℃で一晩乾燥した後，長さ 5mmに
カットして用いた。その後，空圧式射出成形機（Mining & 
Chemicals Co. Ltd.）を用いてダンベル試験片（平行部の長さ
40mm×幅 5mm×厚さ 3mm，n=3）を作製し，テンシロン
（オリエンテック）を用いて引張試験（試験速度 1mm/min，
チャック間距離 65mm）を行った。 
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図 2.  試験片の作製 

3. 結果 

3. 1 BF 繊維のアルカリ処理濃度の影響  図 3 に，異
なる濃度の水酸化ナトリウム水溶液で処理した BF を用
い，混練時間 10 分，混練温度 140℃，成形温度 140℃で作
製した BF/PBS 複合体の引張強さを示す。BF 含有率はすべ
て 20 wt%である。アルカリ処理を行った場合，未処理時と
比較して引張強さが向上した。高濃度の水酸化ナトリウム

水溶液で処理するほどに BF が柔らかくなり混練時にミキ
サーに投入し易くなったことから以降の検討では 20 wt％水
酸化ナトリウム水溶液を用いて処理した BFを用いた。 

 
 

 

3. 2 CEs添加量の影響  図 4及び図 5に，混練時間 10
分，混練温度 200℃，成形温度 200℃で作製した BF/PBS複
合体の引張強さと CP及び CABの添加量の関係をそれぞれ
示す。なお，図 5に示した BF（10 wt%）/PBS/CAB（1 phr）
複合体の引張強さは欠測である。CEs を添加した系では，
CEsの分散性向上を狙って混練温度と成形温度をBFと PBS
のみの系より高温に設定した。BF を 10 wt%添加した
BF/PBS 複合体の引張強さは CP 添加量が増えるほど向上し
たが，BFを 20 wt％添加した BF/PBS複合体では，CP添加
量が増えるほど BF/PBS 複合体の引張強さは低下した。ま
た，添加する相容化剤が CAB の場合は，BF の量によらず
CAB の添加量が増えるほど BF/PBS 複合体の引張強さは低
下した。これらの結果より，CP 及び CAB は含有量が増え

ると相容化剤として作用するよりは，むしろ PBS の可塑剤
として作用するようになり，結果として引張強さが低下し

た可能性が示唆された。 

 
 

 
図 5.  BF/PBS複合体の引張強さへの CAB添加量の影響 

4. まとめ 

 本検討により，BF/PBS 複合体に添加する BF のアルカリ
処理濃度は 10~20 wt%の範囲であれば濃度に依存せず複合
体の引張強さの向上に有効であるが，CEs の含有量を増や
すと BF/PBS 複合体の引張強さが低下することが明らかと
なった。複合体の物性を向上させた高付加価値エコマテリ

アルの提案には，他の相溶化剤を検討する必要がある。 
（平成 24年 5月 23日受付，平成 24年 7月 6日再受付） 
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